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図 2:非可積分(J2≠0)の場合の準位間隔分布｡破線はポアソン分布O実線はウイグナ-分布0
4 次近接相互作用を含む(非可積分)の場合
非可積分(J2≠0)の場合には､J2と△2の様々な組み合わせについて準位間隔分布を計算したOただし､
簡単のため△1-1とした｡図2に見るように､予想していたウイグナ-分布は現れず､△2が1に近い場
合はむしろポアソン分布に近い振る舞いさえ示している｡ただし､△2-1､すなわちハイゼンベルク模型
の場合には､ウィグナ-分布が出現することが確認されている【2,31｡0≦△2<1の範囲では△2が1に近
い場合以外ではウイグナ-分布とポアソン分布の中間Pav(S)-lPp.i(S)-Pwig(a)】/2に近い分布を示すo
また､式(1)でα-0の場合でも同様の分布を示す｡このように△2に関しては依存性が見られるのに対し
て､J2に関してはJ2-1,2の間では見られなかった.
非可積分(J2≠0)であるのにウイグナ-分布が見られなかった理由としては､(i)考慮にいれていない対
称性がある､(i)有限サイズ効果のためという2点が考えられる｡図2のような非ウイグナ-分布が出現す
るのは､非対称化が十分でない､つまり､考慮していない対称性が残っていると解釈するのが一般的であ
る｡しかしながら､第2節で挙げた3つの対称性以外の対称性がXXZスピン鎖にあるのかどうかは明らか
でないO-方で､有限サイズ効果のために非ウイグナ-分布を示すということも十分考えられる｡しかしな
がら､格子点数エ=16は極めて小さいサイズとは言えず､有限サイズ効果が主要な理由であるかどうかは
明らかではない｡
本研究は科研費(14702012)の支援を受けています｡
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